
平成™˜年�月˜œ日 水曜日 第œ˜˜š号官 報

第
十
六
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
十
七
章

離
島
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
基
準

該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

基
準

（
離
島
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
基
準
該
当
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
）

第
二
百
十
九
条

離
島
そ
の
他
の
地
域
で
あ
っ
て
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
将
来
的
に
も
利
用
者

の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
認

め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
に
お
け
る
生
活
介
護
に
係

る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
章
に
お

い
て
「
特
定
基
準
該
当
生
活
介
護
」
と
い
う
。）、
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
特
定
基
準
該
当
児
童
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。）、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
に

係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
章
に

お
い
て
「
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）」

と
い
う
。）、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）（
宿
泊
型
自
立
訓

練
を
除
く
。）に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練

（
生
活
訓
練
）」
と
い
う
。）又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
章

に
お
い
て
「
特
定
基
準
該
当
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
と

い
う
。）（
以
下
「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

と
総
称
す
る
。）の
事
業
の
う
ち
二
以
上
の
事
業
を
一
体

的
に
行
う
事
業
者
（
以
下
「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。）が
当
該
特
定
基
準
該
当

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基

準
は
、
次
条
か
ら
第
二
百
二
十
三
条
ま
で
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

（
従
業
者
の
員
数
）

第
二
百
二
十
条

特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
が
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

業
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
特
定
基
準
該
当
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
い
う
。）に
置
く
べ
き
従
業

者
及
び
そ
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

医
師

利
用
者
に
対
し
て
日
常
生
活
上
の
健
康
管

理
及
び
療
養
上
の
指
導
を
行
う
た
め
に
必
要
な
数

（
特
定
基
準
該
当
生
活
介
護
を
提
供
す
る
事
業
所
に

限
る
。）

二

看
護
職
員

一
以
上
（
特
定
基
準
該
当
生
活
介
護

又
は
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
を
提

供
す
る
事
業
所
に
限
る
。）

三

理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士

一
以
上
（
特
定

基
準
該
当
生
活
介
護
を
提
供
す
る
事
業
所
に
お
け
る

利
用
者
に
対
し
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
機

能
の
減
退
を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
又
は
特
定
基
準

該
当
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
を
提
供
す
る
事
業
所

に
限
る
。）

四

生
活
支
援
員

常
勤
換
算
方
法
で
、
イ
に
掲
げ
る

利
用
者
の
数
を
六
で
除
し
て
得
た
数
、
ロ
に
掲
げ
る

利
用
者
の
数
を
五
で
除
し
て
得
た
数
及
び
ハ
に
掲
げ

る
利
用
者
の
数
を
十
で
除
し
て
得
た
数
の
合
計
数
以

上イ

特
定
基
準
該
当
生
活
介
護
、
特
定
基
準
該
当
自

立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
及
び
特
定
基
準
該
当
自
立

訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
利
用
者

ロ

特
定
基
準
該
当
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

ハ

特
定
基
準
該
当
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
利
用
者

五

職
業
指
導
員

一
以
上
（
特
定
基
準
該
当
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
を
提
供
す
る
事
業
所
に
限
る
。）

六

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

一
以
上

２

前
項
第
三
号
の
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
な
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
（
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練（
機
能
訓
練
）

を
提
供
す
る
事
業
所
を
除
く
。）は
、
こ
れ
ら
の
者
に
代

え
て
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
機
能
の
減
退
を

防
止
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
う
能
力
を
有
す
る
看
護
師

そ
の
他
の
者
を
機
能
訓
練
指
導
員
と
し
て
置
く
こ
と
が

で
き
る
。

３

第
一
項
第
四
号
の
生
活
支
援
員
の
う
ち
、
一
人
以
上

は
、
常
勤
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
第
六
号
の
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
う
ち
、

一
人
以
上
は
、
常
勤
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
管
理
者
）

第
二
百
二
十
一
条

特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
は
、
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
ご
と
に
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
管
理
者
を
置
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
基
準
該
当
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合

は
、
当
該
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
他
の
職
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。

（
利
用
定
員
）

第
二
百
二
十
二
条

特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
利
用
定
員
は
、
そ
の
利
用
定
員
を
十
人
以
上

と
す
る
。

（
準
用
）

第
二
百
二
十
三
条

第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十

四
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
九
条
、
第
二
十
条
、

第
二
十
三
条
第
二
項
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
六
条
か

ら
第
四
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
七
条
か
ら
第
五
十
九
条

ま
で
、
第
六
十
六
条
、
第
六
十
八
条
か
ら
第
七
十
条
ま

で
、
第
七
十
五
条
、
第
八
十
一
条
、
第
八
十
九
条
（
第

十
号
を
除
く
。）及
び
第
九
十
二
条
の
規
定
は
、
特
定
基

準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
一
項
中
「
第
三

十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
九
条
」
と
、第
十
五
条
中「
介

護
給
付
費
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
介
護
給
付
費
又
は
特

例
訓
練
等
給
付
費
」
と
、
第
二
十
条
第
二
項
中
「
次
条

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二

十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
二
条
第
二

項
及
び
第
三
項
、
第
二
百
二
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
第
百
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
百
二

十
三
条
第
四
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百

五
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
百
二
十
三

条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
七
十
条
第
二
項
及

び
第
三
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
二
条
第
二
項
、
第
二
百
二

十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
一
条
第
二

項
、
第
二
百
二
十
三
条
第
四
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て

準
用
す
る
第
百
五
十
九
条
第
二
項
並
び
に
第
二
百
二
十

三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
七
十
条
第
二

項
」
と
、
第
三
十
六
条
第
三
項
中
「
指
定
居
宅
介
護
事

業
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
う
者
等
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
指
定
居
宅
介
護
事

業
所
ご
と
に
経
理
を
区
分
す
る
と
と
も
に
、
指
定
居
宅

介
護
の
事
業
の
会
計
を
そ
の
他
の
事
業
の
会
計
と
」
と

あ
る
の
は
「
そ
の
提
供
す
る
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
ご
と
に
、
そ
の
会
計
を
」
と
、
第
五

十
七
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
百
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一

項
」
と
、「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準

該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
、
第
五
十
八
条
中

「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
、
同
条
第
八
項
中「
六
月
」

と
あ
る
の
は
「
六
月
（
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
計
画
の
う
ち
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
機
能
訓

練
）
に
係
る
計
画
又
は
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
生

活
訓
練
）
に
係
る
計
画
に
あ
っ
て
は
、
三
月
）」と
、
第

五
十
九
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
七
十
五

条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
五
十
八
条
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
五
十
八
条
第
一
項
」
と
、「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る

の
は
「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
」と
、

同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
十
九
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
十
五

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
二
十
九
条
又
は
第
二
百
二
十
三
条
第
二

項
及
び
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る

第
八
十
八
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
三
条
第

二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五

号
及
び
第
六
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二

十
三
条
第
一
項
」
と
、
第
九
十
二
条
中
「
前
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら

第
六
項
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

２

第
六
十
条
、
第
七
十
三
条
、
第
七
十
四
条
、
第
七
十

七
条
、
第
八
十
二
条
（
第
一
項
を
除
く
。）、
第
八
十
三

条
（
第
五
項
を
除
く
。）、
第
八
十
四
条
か
ら
第
八
十
八

条
ま
で
、
第
九
十
条
及
び
第
九
十
一
条
の
規
定
は
、
特

定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
特
定
基
準

該
当
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
に
限
る
。）に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
三
条
第
一

項
中
「
指
定
療
養
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該

当
生
活
介
護
」
と
、
第
七
十
七
条
中
「
生
活
介
護
に
係

る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下「
指
定
生
活
介
護
」

と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は「
特
定
基
準
該
当
生
活
介
護
」

と
、
第
八
十
二
条
中
「
指
定
生
活
介
護
」
と
あ
る
の
は

「
特
定
基
準
該
当
生
活
介
護
」
と
、
第
八
十
三
条
第
六

項
及
び
第
八
十
六
条
第
四
項
中
「
指
定
生
活
介
護
事
業

所
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
」
と
、
第
八
十
八
条
第
二
号
中
「
介
護
給
付

費
又
は
特
例
介
護
給
付
費
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
介
護

給
付
費
」
と
、
第
九
十
条
第
二
項
中
「
指
定
生
活
介
護

事
業
所
」と
あ
る
の
は「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
二
十
九
条
、
第
九
十
六
条
、
第
百
一
条
（
第
一
項

を
除
く
。）及
び
第
百
六
条
の
規
定
は
、
特
定
基
準
該
当

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
特
定
基
準
該
当
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
者
に
限
る
。）に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
九
条
中
「
介

護
給
付
費
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
介
護
給
付
費
」
と
、

第
九
十
六
条
中
「
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
指
定
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下「
指
定
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
児
童
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
」
と
、
第
百
一
条
中
「
指
定
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
と
、第
百
六
条
第
二
項
中「
指
定
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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